
番号 施策名
評価
区分

番号 事務事業名
評価
区分

１次 Ａ

計画時等から市民が参加し、市民主体
のまちづくりの推進につなげており、
市民との情報共有を積極的に行ってい
る。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ｂ

小学校区を基本とした地域連絡協議会
により、町内会を超えた地域活動が行
われているが、地域自治区についての
市民議論は深まっていない。

ＷＧ Ｂ １次評価のとおり
外部 Ｂ １次評価のとおり
２次 Ｂ １次評価のとおり

第２次総合計画にもとづき、地域連絡
協議会を成熟させていくことを基本
に、地域自治の向上に取り組む。

１次 Ａ
法務局及び人権擁護委員協議会と連携
し、教育活動、啓発活動を実施してい
る。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
法務局が実施している人権相談の取組
を支援しており、今後も支援の継続が
必要。

ＷＧ Ａ
人権擁護委員の制度を知らない人もい
るため、更なる周知の方法を検討して
ほしい。

外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

法務局及び人権擁護委員協議会と連携
し、教育活動、啓発活動を実施してい
る。周知を図ります。

１次 Ａ
上川北部地区での密接な連携と協力の
もと、広域的なネットワークで市民の
暮らしが守られている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
分別収集の取り組みなどにより廃棄物
の適正な処理を行っている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
計画目標どおりの徴収率を維持してい
る。

１次 Ａ
計画目標どおりの徴収率を維持してい
る。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
各種研修に積極的に取り組み、研修全
般の充実化に努めている。受講実績も
高く、今後も継続が必要。

１次 Ａ
各種研修に積極的に取り組み、研修全
般の充実化に努めている。受講実績も
高く、今後も継続が必要。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ
専門職の研修もあると良い。庁内でア
ンケートを実施してはどうか。

外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

専門職研修は、受講対象が限定される
ことから、職場での開催でなく原課と
の協議の上、派遣研修で対応していま
す。庁内アンケートはH29年度に向け
て実施します。

１次 Ａ
全戸訪問や乳幼児健診の実施により母
児の健康管理と子育て支援につながっ
ている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
子育てに関する情報交換、相談し合え
る関係づくりの場となっており、育児
力向上が図られている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
個別接種により適切な時期に受けられ
るよう周知等を行っており、接種率も
高い。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
一部公費負担により一定の接種率が維
持され、予防効果が見込まれている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ｂ

町内会ネットワーク事業を通して、地
域住民が相互に支え合い、安心して暮
らせる地域づくりが概ね展開されてい
る。

１次 Ｂ
安心して暮らすことができる地域を目
指して、今後も継続が必要。周知方法
の改善も必要。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ｂ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ｂ １次評価のとおり

２次 Ｂ １次評価のとおり

町内会の参加促進について、社会福祉
協議会による町内会への人的サポート
も含めて申請促進を図っていきたい。

感染症対策事業
（高齢者予防接
種）

外部

１次評価のとおり

１次評価のとおり

評価･提言
に対する
コメント

２次 ー １次評価のとおり
評価･提言
に対する
コメント

ＷＧ

外部

２次

感染症対策事業
（乳幼児等定期予
防接種）

Ⅱ

Ａ
検診では、家庭訪問等により発育発達
の確認ができているため順調である。

ー １次評価のとおり

ー １次評価のとおり

6-1

6-2

１次
母子健康支援事業

8-1

名寄市社会福祉協
議会に対する運営
事業費の補助【町
内会ネットワーク
事業】

7-2

市税などの徴収体
制の強化

効率的な
行政運営

職員の能力向
上

5 5-1 職員研修

人権教育・啓発活
動の充実

１次 Ａ
広域ネットワークの形成により、事務
事業の共同処理が図られている。

ＷＧ ー １次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり

3-1
上川北部消防事務
組合負担金

名寄地区衛生施設
事務組合負担金

3-2

人権擁護委員が中心となり相談業務や
啓発活動を行っており、今後とも連携
を図りながら取り組みたい。 2-1

4-1

事務事業

評価

1-1
自治基本条例の推
進

１次

ＷＧ

外部 ー

市民主体のまちづくりの推進にあた
り、様々な場面で市民参画が行える仕
組みづくりが図られている。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次評価のとおり

1-2 地域自治区の創設

評価･提言
に対する
コメント

評価･提言
に対する
コメント

広域行政
の推進

4

２次 ー

財政の健全性
の確保

健全な財
政運営

人権尊重
と男女共
同参画社
会の形成

2
人権教育・啓
発活動の推進

２次 ー １次評価のとおり

2-2
人権相談・支援の

充実

基本事業（施策）

評価

１次

ＷＧ

外部

3

１次評価のとおり

１次評価のとおり

母子保健事業
の推進

感染症予防の
推進

6

7

地域福祉
の推進

8
地域福祉活動
の普及啓発

健康の保
持増進

ー

２次

Ａ

ー

ー

ー

各種予防接種が定期接種化され、感染
症予防と重症化予防が図られてきてい
る。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次

ＷＧ

総計
区分

主要施策

Ａ

ー

Ａ

ー

Ⅰ

市民主体
のまちづ
くりの推

進

1
市民参画と協
働の促進

２次 ー

２次 ー

ー

協力体制の強
化

親子教室【ちびっ
こひろば・親子ふ
れあいひろば】

7-1

１次評価のとおり

5 



番号 施策名
評価
区分

番号 事務事業名
評価
区分

事務事業

評価

基本事業（施策）

評価
総計
区分

主要施策

１次 Ａ
サービス提供を低下させないよう安
全・安心な環境を求め、随時改修を進
めている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
入所者の生活改善を目的に、快適で安
心して暮らせる環境を提供できてい
る。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
お参りされる方がゆとりとやすらぎを
感じる空間を今後も提供する必要があ
る。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
公共の福祉の見地から、永続的に必要
な事業である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
保健衛生の向上及び増進並びに住民福
祉の向上に必要である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
継続した交通安全教育と啓発活動を関
係機関と連携し取り組んでいる。

ＷＧ Ａ
幼児同様に高齢者に対する取組みも検
討してほしい。

外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

交通安全協会が中心となり、町内会や
老人クラブで高齢者交通安全教室を実
施、高齢者交通安全宣言も取組まれて
います。

１次 Ａ
市民参加の事故防止、交通安全意識の
高揚に向けた交通安全運動が必要。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
事故防止と安全確保には、各種団体と
の連携による継続した交通安全運動が
必要。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
関係団体との連携及び支援を実施し、
防犯活動の推進を図っている。

１次 Ａ
犯罪のない安全で安心な地域づくりを
目指して情報交換、各団体への支援を
継続していく。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
相談員に対する研修は毎年計画通りに
受けており、その資質も向上してい
る。

１次 Ａ
消費者の利益の擁護・増進という消費
者保護を実現するため、相談員の配置
とその資質向上は継続していく。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ
活動指標について、相談件数を記載し
た方が理解しやすいと思う。

外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

相談件数を記載します。

１次 Ａ
安全な水道水の供給のために、計画的
に監視装置の更新を進めることが必
要。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
計画的に施設改修を行うことで、信頼
性の高い水道水の安定供給を確保して
いる。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
安全な水道水の供給のために、計画的
に検査機器の更新を進めることが必
要。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
計画的に施設改修を行うことで、信頼
性の高い水道水の安定供給を確保して
いる。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
新築住宅需要に左右されるが、目標値
を上回る整備基数を実施している。

１次 Ａ
新築住宅需要に左右されるが、目標値
を上回る整備基数を実施している。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

評価･提言
に対する
コメント

２次 ー １次評価のとおり
評価･提言
に対する
コメント

ー

ー２次

１次評価のとおり

体系的な交通安全
教育の実施

11-2
全市民参加の交通
安全運動の実施

11-3
官民一体の運動推
進の体制強化

15-1
個別排水処理施設
整備事業

１次 Ａ
関係機関等と連携し活動しており、一
人ひとりの交通安全に対する意識の高
揚を図っている。

9-1

9-2

しらかばハイツ改
修事業

「しらかばハイ
ツ」居室用ベッド
更新事業

10-1

10-2

10-3

墓地・霊園管理運
営事業

火葬場管理運営事
業

公衆浴場確保対策
事業

Ⅱ

Ⅲ

外部

２次

１次評価のとおり

11-1

生活安全 12
生活安全意識
の高揚

13-1 相談体制整備事業

上水道・
簡易水道
の整備

14 水質の向上

14-1

14-2

14-3

14-4

緑丘浄水場改修事
業

風連浄水場改修事
業

水質検査機器更新
事業

旧簡易水道改修事
業

１次

ＷＧ

外部

Ａ

ー

12-1 情報の収集・提供

ＷＧ ー １次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり

２次 ー １次評価のとおり

水道水の安定供給のために、計画的に
施設の改修や検査機器の更新を進めて
います。

１次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり

Ａ
施設利用者に対する生活改善と快適な
生活と安全・安心を提供できている。

ＷＧ ー １次評価のとおり

消費生活
の安定

消費者利益の
擁護

下水道・
個別排水
の整備

合併浄化槽の
設置

交通安全
交通安全意識
の高揚

11

施設整備の推
進

環境と共
生

高齢者福
祉の充実

良好な環境づ
くり

9

10

１次

13

15

２次 ー １次評価のとおり

１次 Ａ
各事業において、必要な整備、修繕・
維持管理、補助を行っている。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次評価のとおり

ＷＧ ー

ー

ー

6 



番号 施策名
評価
区分

番号 事務事業名
評価
区分

事務事業

評価

基本事業（施策）

評価
総計
区分

主要施策

１次 Ａ
冬の活動が市民に定着してきていると
ともに、冬の生活を楽しむ意識も浸透
している。

１次 Ａ
利雪親雪事業補助金や冬カレンダーの
活用により事業推進が図られている。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり

２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ

冬カレンダーについては転出者の方か
ら送ってほしいとの問い合わせがある
など、市内外問わず定着してきてい
る。

１次
ＷＧ
外部
２次
１次
ＷＧ
外部
２次
１次
ＷＧ
外部
２次
１次
ＷＧ
外部
２次
１次
ＷＧ
外部
２次
１次
ＷＧ
外部
２次

１次 Ａ
今後も狩猟により有害鳥獣の駆除に取
り組むことで、農産物の被害を防ぐこ
とが必要。

ＷＧ Ａ
農産物などの被害額を記載してはどう
か。また、シカ肉の活用なども考えて
はどうか。

外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

今後、達成状況の成果指標の記載方法
は検討してまいります。また、シカ肉
の活用においては、加工施設や販売先
などが難しい課題だと考えておりま
す。

１次 Ａ
今後も名寄市の農業について、理解を
深めるため実施していく必要がある。

ＷＧ Ａ
長く継続されている事業だが、次の展
開を考える必要があるのではないか。

外部 Ａ

グリーンツーリズム推進協議会として
収穫体験をしてほしい。高齢者でも受
入れで活躍できるようなことを検討し
てほしい。学生との交流もメリットが
あると思う。

２次 Ａ 新たな展開が必要と考える。

事業実施主体である協議会へ要望とし
て意見反映をしてまいります。

１次 Ａ
今後の日進地区の方向性を示す構想を
策定したものの、事業のスケジュー
ル、規模などを含め検討が必要。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
年数件の新規企業や企業に向けた相談
も増加傾向にある。

１次 Ａ
起業化の促進、人材の育成は極めて重
要な課題となっており、現状のまま継
続が望ましい。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ

人口減少に伴う事業所数の減少等が課
題となっているが、風連地区における
経済振興活動を担う団体として支援が
必要。

１次 Ａ
風連商工会の団体機能の強化は、風連
地区における経済振興活動の活性化に
おいて重要である。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ

融資のあっせんは資金需要の円滑化を
図り、新たな地域産業の構築・経営基
盤の強化につなげることが重要であ
る。

ＷＧ Ａ
新規利用が数年ないが、それに向けた
働きかけも必要ではないか。

外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

地域産業の振興には、融資に伴う各種
設備投資等の経営基盤強化が必要であ
ることから、今後ともニーズにあった
制度を目指していく。

１次 Ａ

信用保証料・利子の補給は資金需要の
円滑化を図り、新たな地域産業の構
築・経営基盤の強化につなげることが
重要である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

評価･提言
に対する
コメント

ー

ー

ー

ＷＧ

外部

20-1 風連商工会補助金

21-1

21-2

中小企業経営等融
資事業【中小企業
特別融資事業】

特別融資利子・保
証料補給事業

Ａ
新規開業資金の利用は低迷している
が、その他資金の活用は一定程度の成
果は出ている。

ー １次評価のとおり

ー
１次評価のとおり。０金利政策より効
果は大きいと思う。引き続き実施して
ほしい。

ー

評価･提言
に対する
コメント

評価･提言
に対する
コメント

利雪親雪推進事業

農業者・関係機関と連携して生産性の
高い農業経営の確立に向け、着実に事
業を実施している。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

19-1
商業指導育成対策
事業【商工振興事
業】

Ⅲ

Ⅳ

農業体験交流は毎年度実施している
が、今後は都市部からの交流人口拡大
に向けた検討が必要。

ＷＧ ー １次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり

２次 ー １次評価のとおり

Ａ

１次

20
商業団体の支
援強化

２次

17
収益性の高い
農業経営の確
立

１次

ＷＧ

外部

２次 １次評価のとおり

１次評価のとおり

18-1

18-2

グリーンツーリズ
ム推進事業

都市と農村交流促
進事業

17-1

17-2

17-3

17-4

17-5

17-6

17-7

経営体育成基盤整
備事業（名寄東地
区）

国営造成施設管理
体制整備促進事業

経営体育成基盤整
備事業（農業経営
高度化支援）

16-1

経営体育成基盤整
備事業（風連東第
１地区）

経営体育成基盤整
備事業（風連東第
２地区）

基幹水利施設ス
トックマネジメン
ト事業（忠烈布地
区）

有害鳥獣駆除対策
事業

Ａ

雪を活か
し雪に強
いまちづ
くりの推
進

16
利雪親雪文化
の創造と推進

商業の振
興

金融の円滑化

19
商業経営基盤
の強化

１次

18
豊かさと活力
のある農村の
構築

農業・農
村の振興

21
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番号 施策名
評価
区分

番号 事務事業名
評価
区分

事務事業

評価

基本事業（施策）

評価
総計
区分

主要施策

１次 Ｂ
旧公設卸売市場の既存冷蔵庫を民間流
通事業者へ貸付することにより流通機
能を維持している。

ＷＧ ー
貸与については特に問題ないが、設備
が老朽化したときの検討が必要ではな
いか。

外部 ー １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり

１次 Ｂ

市の支援策の利用実績はないが、国の
補助事業を活用している。これらの国
の事業と連携した支援を行う必要があ
る。

１次 Ｂ
市の支援策に対しての活用は低いが、
国の施策についても市が関与してお
り、活用した実績もある。

ＷＧ ー
効率性、達成度がＣとなっており、数
年実績もないのでＤではないか。

ＷＧ Ｄ
効率性、達成度がＣとなっており、数
年実績もないのでＤではないか。

外部 Ｂ
全国でもあまりない補助である。やる
気があっても研究開発できる元気な企
業が少ないが制度は残してほしい。

２次 Ｂ
周知、相談体制の強化が必要と思われ
る。

２次 ー １次評価のとおり
現状の実態を精査し、事業は継続して
いくが事業者が利用しやすく効果的な
制度の改善を検討していく。

１次 Ａ
多くの事業所が退職金制度に加入して
おり、また、新規開業事業者も本施策
を活用しながら制度加入している。

１次 Ａ
年度によって活用事業者数の増減はあ
るが、新規開業事業者への加入促進に
繋がっている。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ
未加入業者はどれくらいあるのかを記
載した方がいいのではないか。

外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

未加入業者の実態を把握するととも
に、新たに設置した関係団体間のネッ
トワークを活用し、加入促進を促して
いく。

１次 Ｂ
勤労者が貸付金を選択する幅が広がっ
ており、本貸付金の需要が低下しつつ
ある。

ＷＧ Ｂ １次評価のとおり
外部 Ｂ １次評価のとおり
２次 Ｂ １次評価のとおり

本市としての利用実績の低下がある
が、地域全体で今後のあり方を含めた
制度の検討をしていく。

１次 Ａ
勤労者共済会へ支援を行うことによ
り、事業所及び勤労者の福利厚生に資
している。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
事業所数や労働者数の減少が課題と
なっているが、人材開発センターの利
用者数は概ね維持している。

１次 Ａ
道北地域において唯一の組織であり、
地域の課題である人材育成・確保にお
いて非常に重要である。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ
人材不足を補う重要なものであり、周
知を図っていくことで実績が上がるこ
とを期待したい。

２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ

高齢者が充実した生活を送るため、多
様な学習内容のカリキュラムを組み実
施している。公開講座は、市民誰でも
参加できる講座を開催している。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ

終身課程の研究生を設けているため、
健康状態の把握、ひきこもり防止や仲
間づくり、生きがいづくりを促してい
る。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
受講生は減少しているが、事業内容は
希望を聞きながら、生きがい作り、健
康増進事業として実施している。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
住民の教養の向上などを図り、生活文
化の振興、社会福祉の増進のため活発
な事業を展開している。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
各地区の活動内容を確認しながら地域
の活性化に向けて取り組んでいく必要
がある。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
農業地域の特性を考慮し、これまでの
事業に工夫や内容の検討を加えて継続
する必要がある。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

評価･提言
に対する
コメント

２次 ー １次評価のとおり
評価･提言
に対する
コメント

評価･提言
に対する
コメント

２次 ー １次評価のとおり

１次

ＷＧ

外部

２次

Ｂ

ー

ー

ー

高齢者学級、公民館活動ともに地域の
独自性を発揮し、推進が図られてい
る。市民講座では、まちづくりを意識
した事業展開にも取り組んでいる。一
方で、参加者が減少している。

１次評価のとおり

外部 ー
１次評価のとおり。実績はなく課題は
あるが、継続してほしい。

ー １次評価のとおり

該当事業なし

23-1
技術開発の支援事
業

24-1
退職金制度普及及
び促進事業

Ｂ

25-1

中小企業勤労者福
祉推進事業【勤労
者生活資金・住宅
資金融資預託金】

25-2

事業所数や労働者数の減少が課題と
なっているが、勤労者共済会の加入者
は増加している。

ー １次評価のとおり

Ⅳ

工業の振
興

23
技術開発の支
援

24
労働条件の改
善

雇用の安
定 福利厚生の充

実
25

１次

ＷＧ

外部

１次評価のとおり

１次評価のとおり

商業の振
興

22
流通機能の強
化

生涯学習
社会の形
成

27

生涯学習プロ
グラムの整備
と学習への支
援

Ⅴ

勤労者共済会支援
事業

26 雇用能力開発 26-1

人材開発センター
活用促進事業【人
材開発センター補
助金】

27-6

27-1

27-2

27-3

27-4

27-5

ピヤシリ大学運営
事業

風連瑞生大学運営
事業

高齢者学級（友朋
学級）運営事業

名寄市公民館運営
事業

風連公民館活動の
推進

智恵文公民館運営
事業
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番号 施策名
評価
区分

番号 事務事業名
評価
区分

事務事業

評価

基本事業（施策）

評価
総計
区分

主要施策

１次 Ａ
オープン以来、学校教育・社会教育施
設として役割を果たしており、多くの
方が訪れている。

１次 Ａ
オープン以来、学校教育・社会教育施
設として役割を果たしており、多くの
方が訪れている。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
多くの子育て世帯で活用いただき、保
育料などの負担軽減が図られた。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
本事業により質の高い幼児教育が市民
に提供することができている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ｂ

意欲などは向上してきているが、市街
地区の児童生徒しか参加できない状況
や中学生になると部活との関係から参
加が難しい状況にある。

ＷＧ Ｂ １次評価のとおり
外部 Ｂ １次評価のとおり
２次 Ｂ １次評価のとおり

開催時間や場所等について、利用者の
状況を考慮しながら、必要な改善を図
り取組んでいきます。

１次 Ａ
児童生徒が国際感覚を身につけるため
には必要な事業である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
児童の国際理解教育は、教育課程に位
置づけられている事項であり、継続が
必要。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
安全・安心な学校運営を行うには必要
な事業である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
学校給食の提供を安定的に実施するに
は必要な事業である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
イベントの開催により、多くの市民に
地場産品に対する理解が深められてい
る。

１次 Ａ

地場産の農産物・加工品などについ
て、多くの市民に知ってもらう機会と
して有効な取組であり、生産者と消費
者との交流も図られている。

ＷＧ ー １次評価のとおり ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 ー １次評価のとおり 外部 Ａ １次評価のとおり
２次 ー １次評価のとおり ２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
事業の目標及び指標に沿って実施でき
ている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
事業の目標及び指標に沿って実施でき
ている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
事業の目標及び指標に沿って実施でき
ている。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
青少年の健全育成を図るため、地域一
体となった見守り等が必要であり、継
続していく。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり
外部 Ａ １次評価のとおり
２次 Ａ １次評価のとおり

１次 Ａ
違う環境で育った同年代と団体生活を
送ることで、自分のまちを再認識でき
るため必要である。

ＷＧ Ａ １次評価のとおり

外部 Ａ

選考方法について、不満の声がよく聞
こえてくる。杉並区のように作文を書
いてもらうなど公平な選考をお願いし
たい。

２次 Ａ １次評価のとおり
選考方法は、実行委員会で協議し決定
しています。次年度の実施に向けて、
杉並区の取組状況や外部意見も含め協
議します。

評価･提言
に対する
コメント

ＷＧ ー １次評価のとおり

評価･提言
に対する
コメント

33

２次 ー １次評価のとおり

１次

ＷＧ

外部

食育の推
進

32
農業・商業分
野における食
育推進

生涯学習
社会の形
成

小中学校
教育の充
実

幼児教育
の振興

29

31

28
天体観測を活
かしたまちづ
くり事業

教育内容の充
実

30

Ⅴ

青少年の
健全育成

青少年健全育
成事業

健康教育と安
全確保

就園の奨励

28-1
なよろ市立天文台
の運営管理

29-1

29-2

幼稚園就園奨励費
補助金

私立幼稚園振興補
助金

１次 Ａ

就園奨励事業の実施により保育料など
の負担軽減が図られ、振興補助金の実
施により市民に質の高い教育を提供で
きた。

ＷＧ ー １次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり

２次 ー １次評価のとおり

30-1

30-2

30-3

放課後子ども教室
事業

外国青年（外国語
指導助手）招致事
業

小学校国際理解教
育推進事業

１次 Ｂ
情報化の推進など、一部財源の確保が
必要な事業もあるが、概ね必要な教育
活動は実施できている。

外部 ー １次評価のとおり

31-1

31-2

学校保健推進事業

厨房設備等整備事
業

１次 Ａ

学校保健安全法に定められた各種事業
に取り組んでいる。また、安全・安心
な給食の提供のため、計画的に厨房機
器等の更新を行っている。

ＷＧ ー １次評価のとおり

外部 ー １次評価のとおり

２次 ー １次評価のとおり

産業まつり負担金

33-1

33-2

33-3

33-4

33-5

成人式運営事業

青少年健全育成事
業（学校外体験）

青少年健全育成事
業（自然体験）

青少年問題等対策
事業

青少年健全育成事
業（都会っ子交流
事業）

２次

Ａ

ー

ー

ー

32-1

青少年の健全育成を図るため、地域一
体となった見守りなどが行われてい
る。また、地域で体験活動を設けるこ
とが難しい中、学校外での体験交流の
場として適切に機能している。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次評価のとおり

9 


